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案内人 鹿児島大学大学院理工学研究科 三 井 好 古

2024年夏は，フランス・パリで開催された 7 月下旬から

のオリンピックと 8 月下旬からのパラリンピックの話題で

連日の報道で世間が沸き立っていました．そして，コロナ禍

で 1 年延期されながらも2021年に開催された東京五輪もま

だ，読者各位の記憶に新しいのではないでしょうか．

さて，本稿で振り返る“オリンピックと冶金学”という記

事は1964年，東京五輪の時期に執筆され，「談話室」のカテ

ゴリーで1965年(第 4 巻第 4 号)に掲載されました．著者で

ある和田亀吉氏(八幡製鉄所等 OB)のご専門と思われる鉄鋼

材料分野および冶金学分野を細分化して紹介しつつ，オリン

ピック種目に関連付けながら話が展開されています．

記事では，当時の製鉄プロセスにおける出銑量や製鋼法の

目覚ましい発展について触れられた後，高温，低温，高圧と

いった外場が話題になっていることが指摘されています．そ

の後，約60年が経過する中で，磁場や電場も加わったと思

われます(材料電磁プロセッシング)．1982年の国際シンポ

ジウムでは，電磁流体力学の冶金学への応用に関するテーマ

が初めて採用されました(1)．

また，超高温・超高圧といた「超」の字がどの辺りの領域

から付くのかについても言及されています．案内人の専門で

ある磁気・電気材料分野では，最近では室内で 1200 T を発

生させるパルス強磁場空間が実現された(2)ほか，定常強磁場

においても最高磁場が更新され続けています．ただ，「超」

が付く磁場の強さとはどの程度なのか，また，「強い」磁場

とはどの程度の強度から言うのか，例えば超伝導電磁石で発

生させる強さであれば強磁場なのか，など明確な線引きは無

いように思います．

また，著者は，新興の学術分野である金属物理化学につい

ても記載されています．一方で，「製鉄研究の選手もやはり

専門化されることが望ましい」としながら，分類が難しくな

っていることを指摘されています．本コーナーで過日に紹介

された「1981年「『雑感―10年後の技術予測―』」(3)で懸念さ

れていた，「縦割り型の技術開発」から「横方向の技術転移」

の話題とも関連する内容です．分野の細分化は「縦割り」の

助長に繋がると思われ，現在もさながら，当時から悩ましい

事案であったことが伺えます．

雑駁になってしまいましたが，皆様，ご一読いただければ

と思います．
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